
提
案
趣
旨

本
市
の
公
共
施
設
の
多
く

は
、
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代

に
か
け
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

中
に
は
既
に
建
築
後
44
年
を

経
過
し
た
市
庁
舎
を
始
め
、
40

年
を
経
過
し
て
い
る
施
設
が
東

小
学
校
、
東
中
学
校
、
西
小
学

校
、
中
央
東
小
学
校
、
中
央
2

丁
目
市
営
住
宅
な
ど
、
10
施
設

存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和

56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
公
共

施
設
が
全
体
の
65
％
を
占
め
て

お
り
、
新
耐
震
設
計
基
準
以
前

の
建
物
で
あ
り
、
耐
震
化
と
老

朽
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

と
り
わ
け
10
年
以
内
に
耐
用

年
数
を
迎
え
る
学
校
施
設
、
中

央
2
丁
目
市
営
住
宅
、
市
庁

舎
、
市
立
病
院
な
ど
に
つ
い
て

ど
う
長
寿
命
化
を
行
い
、
計
画

的
な
建
て
替
え
を
い
か
に
行
っ

て
い
く
の
か
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
公
共

施
設
を
同
時
に
適
正
に
維
持
管

理
し
つ
つ
、
計
画
的
か
つ
効
果

的
な
再
整
備
を
い
か
に
行
っ
て

い
く
か
が
、
本
市
の
行
政
運
営

に
お
け
る
今
後
10
年
の
緊
急
の

課
題
と
な
る
。
ま
た
、
平
成
18

年
に
は
、
耐
震
改
修
促
進
法
の

改
正
が
行
わ
れ
、
本
改
正
に
伴

い
、
全
国
的
に
取
り
組
む
べ
き

「
社
会
全
体
の
国
家
的
な
緊
急

課
題
」
と
し
て
、
地
方
公
共
団

体
は
、「
耐
震
改
修
促
進
計
画
」

を
策
定
し
、
平
成
27
年
ま
で
に

住
宅
や
特
定
建
築
物
の
耐
震
化

率
90
％
、
特
に
公
共
施
設
は

1
0
0
％
を
目
指
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
県
内

40
市
中
30
市
が
策
定
済
み
で
あ

る
が
蕨
市
は
未
策
定
で
あ
る
。

（
市
民
か
ら
自
宅
の
耐
震
工
事

の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
補
助
が

で
き
な
い
な
ど
の
支
障
が
出

る
）更

に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、

施
設
の
老
朽
化
と
市
民
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
対
応
し
た
公
共
施
設

の
更
新（
改
修
・
修
繕
）と
、
こ

れ
ら
に
係
る
費
用
が
多
額
に
な

る
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
2
月

に
、「
公
共
施
設
の
保
全
計
画
」

及
び
「
公
共
施
設
の
再
整
備
・

再
配
置
計
画
」
の
策
定
に
向
け

た
、
公
共
施
設
再
整
備
・
再
配

置
の
方
針
が
作
成
さ
れ
た
。
し

な
が
ら
、
重
要
な
検
討
課
題
と

し
な
が
ら
も
平
成
21
年
の
今
日

ま
で
計
画
の
策
定
が
さ
れ
ず
、

机
上
の
空
論
と
な
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
再
整
備
・
再
配
置

調
査
研
究
特
別
委
員
会
は
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
、
公
共

施
設
の
整
備
、
維
持
管
理
や
資

産
運
用
を
計
画
的
か
つ
効
率
的

に
進
め
る
た
め
に
、
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
の
う
ち
特
に
旧
耐

震
基
準
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
施

設
の
今
後
の
再
整
備
の
あ
り
方

市
内
の
未
利
用
の
公
有
地
の
活

用
の
あ
り
方
及
び
学
校
施
設
の

再
整
備
・
再
配
置
の
あ
り
方
を

調
査
・
研
究
し
、
市
民
を
代
表

す
る
立
場
か
ら
市
に
対
し
て
意

見
・
提
言
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

蕨
市
議
会
・
3
月
定
例
会

公
明
党
の
主
張
で

�

「
定
額
給
付
金
」が
実
現
！

３
月
定
例
会
が
２
月
23
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
29
日
間

の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。
市
長
提
出
議
案
32
件
、
議
員
提
出

議
案
２
件
に
つ
い
て
審
議
を
し
ま
し
た
。

公
明
党
蕨
市
議
団
は
、
平
成
21
年
度
予
算
に
対
し
て
市
民

の
立
場
か
ら
、
生
活
者
優
先
の
住
み
よ
い
活
力
の
あ
る
街
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
代
表
質
疑
・
一
般
質
問
に
お
い
て
徹
底

的
に
論
陣
を
張
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い

閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

定
額
給
付
金
の
支
給
始
ま
る

総
額
２
兆
円
の
定
額
給
付
金

財
源
を
確
保
す
る
、
２
０
０
８

年
度
第
２
次
補
正
予
算
関
連
法

が
、
３
月
４
日
に
成
立
し
給
付

金
支
給
の
法
律
的
な
裏
付
け
が

整
い
ま
し
た
。

蕨
市
に
お
い
て
も
、
３
月
11

日（
水
）に
議
会
に
対
し
て
定
額

給
付
金
を
含
む
「
平
成
20
年
蕨

市
一
般
会
計
補
正
予
算　

第
４

号
」
を
追
加
議
案
と
し
て
上
程

さ
れ
、
議
案
説
明
、
質
疑
、
委

員
会
審
議
を
経
て
、
３
月
13
日

（
金
）に
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

公
明
党
と
し
て
は
、
速
や
か

な
る
給
付
を
図
る
た
め
の
質
疑

と
生
活
の
下
支
え
と
な
る
「
定

額
給
付
金
」
の
根
拠
を
述
べ
、

賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

採
決
は
、
公
明
党
・
新
生
会
・

共
産
党
の
賛
成
多
数
を
持
っ
て

可
決
し
ま
し
た
。そ
れ
に
対
し
、

民
主
ク
ラ
ブ
は
、
採
決
の
賛
否

を
決
め
ず
に
退
席
、
誠
に
無
責

任
な
態
度
表
明
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

こ
の
採
決
の
結
果
、
蕨
市
に

は
、
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応

援
特
別
手
当
交
付
金
・
地
域
活

性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

等
を
含
む
補
助
金
・
交
付
金
は

総
額
約
11
億
８
５
０
０
万
円
が

市
に
歳
入
さ
れ
、
皆
様
に
給
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
明
党
蕨
市
議
団

�

〝
単
独
要
望
〟が
実
現
‼

更
に
本
年
２
月
６
日

（
金
）に
頼
高
市
長
に
対

し
、
公
明
党
蕨
市
議
団

は
、「
定
額
給
付
金
及
び

子
育
て
応
援
特
別
手
当

支
給
に
係
わ
る
申
し
入

れ
書
」
を
提
出
し
た
。

こ
の
給
付
事
務
作
業

の
円
滑
化
、
子
育
て
応

援
特
別
手
当
の
周
知
徹

底
と
、
蕨
市
内
で
定
額

給
付
金
等
を
使
っ
て
頂

け
る
よ
う
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
の
発
行
の

実
施
を
訴
え
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
公

明
党
が
頼
高
市
長
に
強
く
主
張

し
た
こ
と
に
よ
り
「
市
制
施
行

50
周
年
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
事
業
」
と
し
て
市
が
助
成
金

を
出
し
て
、
商
店
街
連
合
会
が

中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

定
額
給
付
金
及
び
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
に
係
わ
る
申
し
入
れ
書

国
に
お
い
て
は
、
平
成
20
年
度
補
正
予
算
は
、
成
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

特
に
、
住
民
に
対
し
て
給
付
事
務
を
行
う
定
額
給
付
金
及
び
子
育
て
応
援
特
別
手
当

に
つ
い
て
は
、
事
前
の
準
備
が
必
要
で
す
。

私
ど
も
公
明
党
と
し
て
は
、
国
会
に
お
い
て
関
連
法
案
の
成
立
に
全
力
を
尽
く
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
両
事
業
の
迅
速
な
実
施
の
た
め
、
ま
た
、
効
果
的
な
実

施
の
た
め
蕨
市
に
お
け
る
特
段
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

つ
い
て
は
、
蕨
市
に
お
い
て
も
両
事
業
の
支
給
事
務
に
つ
い
て
万
全
の
準
備
を
行

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

記

１
、
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

（
1
）事
業
の
迅
速
化
、
業
務
の
省
力
化
の
観
点
か
ら
所
得
制
限
は
付
さ
な
い
こ
と
。

（
2
）�事
業
の
効
果
的
実
施
や
漏
れ
の
な
い
対
象
者
の
把
握
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
課

室
に
よ
る
対
策
室
を
設
置
の
上
、
十
分
な
準
備
作
業
を
行
う
こ
と
。

（
3
）�商
店
街
や
商
工
関
係
者
と
も
連
携
の
上
、
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
定
額
給
付

金
に
合
わ
せ
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
な
ど
効
果
的
な
事
業
展
開
を
検

討
す
る
こ
と
。

２
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
つ
い
て

（
1
）�市
広
報
の
活
用
や
、
保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、

支
給
対
象
児
童
に
つ
い
て
、
事
前
に
子
育
て
家
庭
へ
の
周
知
を
十
分
行
う
こ
と
。

（
2
）必
要
に
応
じ
て
、
相
談
窓
口
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
。

平
成
21
年
２
月
６
日

�

公
明
党
蕨
市
議
団

蕨
市
長

　
　

賴
髙　

英
雄
様

公
明
党
の
提
案
で

「�

蕨
市
公
共
施
設
再
整
備
・
再
配
置
調
査

研
究
特
別
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
た
。

�

委
員
長  

松
本
　
徹

公明党の
事業規模 総額75兆円
定額給付金＝「給付つき税額控除」は世界の潮流
「給付つき税額控除」はアメリカやイギリスのほか、アジア諸国
でも実施されています。また、不景気の際に政府が減税政策に
よって景気を刺激するのは世界の潮流です。

景気対策

定額給付金。1人1万2,000円、65歳以上、18歳以下2万円。
住宅ローン減税の控除可能額が最大600万円。
住宅用の太陽光発電への補助金と優遇税制。
環境にやさしい自動車の重量税・取得税を減免。
妊婦健診費用を14回まで助成。
出産育児一時金が10月から42万円に。
1人3万6,000円の子育て応援特別手当を支給。

暮らし・環境

失業手当の給付を60日分延長。
雇用保険料の料率を0.4%引下げ。
地域の雇用を創るために9,000億円を予算措置。
非正規社員の雇用保険加入要件を1年から6カ月に緩和。
住居を失った離職者のために雇用促進住宅などを確保。

雇　用

緊急保証・セーフティネット貸付枠を30兆円に拡大。
中小企業の軽減税率22%を18%に引下げ。
中小企業への雇用調整助成金制度を拡充。（賃金の80%を助成）
派遣労働者や年長フリーターを正規雇用した場合、中小企業に
1人当たり100万円の奨励金。（大企業は50万円）

中小企業

貸し渋り防止へ、銀行への公的資金注入枠を2兆円から12兆円に増額。
企業の資金繰り支援のために政策金融（3兆円規模）を活用。
経済の緊急事態に対応する1兆円の予備費を確保。
銀行等が保有する株式の買取り（政府保証枠最大20兆円）を再開。

金融・経済

土日祝日の乗用車の高速道路料金を1,000円以下に、
平日は全ての車で3割引き。（大都市圏は除く）
学校の耐震化を、2009年度末までに1万棟完了予定。
地域の実情に応じて活用できる6,000億円規模の臨時交付金。
緊急防災や災害復旧のために4,400億円。

地域活性化

（市長に申し入れ書を提出する市議団）

2009年4月
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代
表
質
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議
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議
案
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代
表
質
疑
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―　

歳　

入　

―

〔
1
〕�

市
税
全
般
の
積
算
内
容
と
特
に
市
税
の
減

額
理
由
に
つ
い
て（
個
人
分
・
法
人
分
の
内

訳
）並
び
に
滞
納
対
策
事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
2
〕�

地
方
譲
与
税
、
利
子
割
交
付
金
、
配
当
割

交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交

付
金
の
各
々
の
減
額
理
由
に
つ
い
て

〔
3
〕
地
方
特
例
交
付
金
の
減
額
内
容
に
つ
い
て

〔
4
〕
地
方
交
付
税
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

〔
5
〕�

財
産
収
入
の
不
動
産
売
り
払
い
収
入
の
内

容
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

〔
6
〕�

繰
入
金
の
財
産
調
整
基
金
、
職
員
退
職
手

当
基
金
、
公
共
下
水
道
事
業
整
備
基
金
、

公
共
施
設
改
修
基
金
、
蕨
駅
西
口
市
街
地

再
開
発
事
業
基
金
の
各
々
の
積
算
内
容
と

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

〔
7
〕�

戸
田
競
艇
事
業
収
入
の
増
額
理
由
に
つ
い

て

〔
8
〕
臨
時
財
政
対
策
債
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

―　

歳　

出　

―

〔
1
〕�

性
質
別
の
予
算
状
況
と
特
に
人
件
費
の
削

減
策
に
つ
い
て

〈
総
務
費
〉

〔
1
〕
防
犯
対
策
事
業
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
2
〕
番
組
制
作
委
託
料
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

〔
3
〕�

行
政
評
価
制
度
研
修
事
業
の
内
容
に
つ
い

て

〔
4
〕�

市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
の
事
業
内
容

に
つ
い
て

〔
5
〕
総
合
行
政
情
報
化
推
進
事
業
に
つ
い
て

〔
6
〕�

情
報
処
理
業
務
委
託
料
の
委
託
内
容
に
つ

い
て

〔
7
〕�

市
民
活
動
調
査
研
究
委
託
料
の
委
託
内
容

に
つ
い
て

〔
8
〕�

安
心
安
全
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
補

助
金
の
費
用
対
効
果
と
積
算
根
拠
に
つ
い

て

〔
9
〕�

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
の
工
事
内
容
と

事
業
計
画
に
つ
い
て

〔
10
〕�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
の
予
算
内

容
に
つ
い
て

〔
11
〕
市
税
等
収
入
員
の
予
算
内
容
に
つ
い
て

〔
12
〕�

滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム
事
業
の
内
容
に
つ
い

て

〔
13
〕�

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
費
の
予
算
内
容

に
つ
い
て

〈
民
生
費
〉

〔
1
〕�

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
の
補
助
内
容
に

つ
い
て

〔
2
〕�（
障
害
者
福
祉
費
）施
設
管
理
費
の
指
定
管

理
者
制
度
導
入
に
お
け
る
効
果
並
び
に
予

算
額
の
妥
当
性
に
つ
い
て

〔
3
〕�

福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
積
算
根
拠
に

つ
い
て

〔
4
〕
紙
お
む
つ
給
付
費
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
5
〕�

福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
借
り
上
げ
事
業
の
内

容
に
つ
い
て

〔
6
〕�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
操
出
金
の
積
算

根
拠
と
脳
ド
ッ
ク
検
診
事
業
の
予
算
額
と

内
容
に
つ
い
て

〔
7
〕�

後
期
高
齢
者
医
療
事
務
の
事
業
内
容
に
つ

い
て

〔
8
〕�

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
事
業
内
容

に
つ
い
て

〔
9
〕
子
供
医
療
給
付
費
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て

〔
10
〕
児
童
手
当
給
付
費
の
予
算
内
訳
に
つ
い
て

〔
11
〕�

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
事
業
の
事
業
内

容
に
つ
い
て

〔
12
〕�

留
守
家
庭
児
童
保
育
事
業
の
積
算
内
容
に

つ
い
て

〔
13
〕
延
長
保
育
事
業
の
拡
充
内
容
に
つ
い
て

〔
14
〕�

生
活
保
護
扶
助
事
業
の
積
算
内
容
に
つ
い

て

〈
衛
生
費
〉

〔
1
〕�

救
急
医
療
対
策
事
業
の
事
業
内
容
に
つ
い

て

〔
2
〕
が
ん
検
診
委
託
料
の
算
定
内
容
に
つ
い
て

〔
3
〕�

婦
人
一
般
健
康
診
査
委
託
事
業
の
委
託
内

容
に
つ
い
て

〔
4
〕
環
境
調
査
委
託
料
の
委
託
内
容
に
つ
い
て

〔
5
〕�

市
立
病
院
事
業
会
計
負
担
金
の
妥
当
性
に

つ
い
て

〈
労
務
費
〉

〔
1
〕�

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
預
託
金
の
積
算
内

容
に
つ
い
て

〈
商
工
費
〉

〔
1
〕�

元
気
な
商
店
街
づ
く
り
検
討
委
員
会
の
内

容
に
つ
い
て

〔
2
〕�

商
店
街
街
路
灯
電
気
料
補
助
金
の
内
容
に

つ
い
て

〔
3
〕�
中
小
企
業
資
金
融
資
預
託
金
の
積
算
内
容

に
つ
い
て

〔
4
〕�

小
口
事
業
資
金
融
資
預
託
金
の
積
算
内
容

に
つ
い
て

〔
5
〕�

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
委
託

料
の
委
託
内
容
に
つ
い
て

〈
土
木
費
〉

〔
1
〕�

木
造
住
宅
耐

震
診
断
改
修

補
助
事
業
の

内
容
に
つ
い

て

〔
2
〕�

道
路
、
公
園
、

緑
化
推
進
の

各
関
係
環
境

整
備
委
託
料

の
積
算
内
容
に
つ
い
て

〔
3
〕�

道
路
補
修
事
業
及
び
道
路
新
設
改
良
時
魚

の
事
業
計
画
に
つ
い
て

〔
4
〕�

蕨
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業（
改
札
内
外
）

の
事
業
内
容
に
つ
い
て

〔
5
〕�

中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
見
直
し
事

業
の
内
容
に
つ
い
て

〔
6
〕�

駅
西
口
市
街
地
再
開
発
事
業
の
積
算
内
容

に
つ
い
て

〔
7
〕�

錦
町
・
中
央
第
一
区
画
整
理
事
業
の
操
出

金
の
積
算
根
拠

〔
8
〕�

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
操
出
金
の
積

算
根
拠
に
つ
い
て

〔
9
〕�

錦
町
７
号
公
園
整
備
工
事
設
計
委
託
料
の

委
託
内
容
に
つ
い
て

〈
消
防
費
〉

〔
1
〕�

消
防
・
救
急
活
動
費
の
事
業
内
容
に
つ
い

て

〔
2
〕�

災
害
予
防
対
策
事
業
の
事
業
内
容
に
つ
い

て

〈
教
育
費
〉

〔
1
〕�

特
別
支
援
教
育
支
援
員
事
業
の
事
業
内
容

に
つ
い
て

〔
2
〕
少
人
数
学
級
推
進
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

〔
3
〕
幼
稚
園
児
補
助
金
の
予
算
内
容
に
つ
い
て

〔
4
〕�

小
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
の
内
容
と
今
後

の
計
画
に
つ
い
て

〔
5
〕�

図
書
館
整
備
事
業（
小
中
学
校
）の
内
容
に

つ
い
て

〔
6
〕
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
に
つ
い
て

〔
7
〕�（
仮
称
）駅
前
文
化
ホ
ー
ル
整
備
事
業
の
事

業
内
容
に
つ
い
て

〔
8
〕�

新
旭
町
公
民
館
整
備
事
業
の
事
業
内
容
に

つ
い
て

〔
9
〕�

給
食
調
理
等
業
務
委
託
料
の
委
託
効
果
額

に
つ
い
て

【
一
般
質
問
】高

橋　

悦
朗 

議
員

［
質
］
国
は
、「
１
０
０
年
に
１
度
」
と
い
わ
れ
る

深
刻
な
経
済
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、
75
兆
円
規

模
の
総
合
的
な
経
済
対
策
を
打
ち
出
し
、
生
活
支

援
、
景
気
浮
揚
策
、
雇
用
対
策
、
中
小
企
業
支
援

等
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
動
員
し
て
国
民
生
活
を
守

る
こ
と
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の

国
の
施
策
を
地
域
経
済
に
か
な
っ
た
施
策
と
し
て

展
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
国
の
経

済
対
策
に
対
す
る
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

尋
ね
致
し
ま
す
。

［
答
］
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
様
々
な
施

策
の
実
施
で
あ
り
、
経
済
危
機
に
対
す
る
施
策
と

し
て
は
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
と
な
る
無
利
子
融

資
制
度
や
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
事
業
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
整
備
、
西
口
市
街
地
再
開
発
関
連
事
業

な
ど
の
公
共
事
業
費
の
増
額
、
公
共
工
事
の
早
期

発
注
等
、
子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
子
ど
も
医
療

費
無
料
化
制
度
の
対
象
拡
大
、延
長
保
育
の
拡
充
、

留
守
家
庭
児
童
室
の
増
設
、
妊
産
婦
健
診
の
完
全

無
料
化
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
消
費
刺
激

策
と
し
て
、
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
一
割
の
価

値
を
上
乗
せ
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業

の
補
助
を
実
施
し
、
市
内
商
店
街
で
の
消
費
喚
起

に
つ
な
が
る
よ
う
、
国
の
景
気
対
策
と
連
動
し
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

［
質
］
本
年
度
よ
り
第
４
期
「
蕨
市
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
と
第
２
期
「
障
害

者
福
祉
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
の

策
定
見
直
し
の
今
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

［
答
］
第
４
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
庁
内
連
絡
会

で
素
案
を
ま
と
め
、
市
民
や
学
識
経
験
者
か
ら
な

る
策
定
懇
談
会
で
の
意
見
を
反
映
し
、「
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
の
支
援
」「
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
」「
地
域
に
お
け
る
見
守
り
体
制
の
充
実
」

を
柱
に
、
計
画
に
添
っ
て
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
福
祉
計
画
は
、「
地
域
で
と
も
に
生

き
る
た
め
に
」「
地
域
で
と
も
に
支
え
あ
う
た
め

に
」「
地
域
で
質
の
高
い
生
活
を
実
現
す
る
た
め

に
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
障
害
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
に
合
わ
せ
て
、
施

策
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

［
質
］
在
宅
高
齢
者
生
活
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
と

権
利
擁
護
機
関
の
必
要
性
に
つ
い
て
お
尋
ね
致
し

ま
す
。

［
答
］
介
護
保
険
適
用
外
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
潜
在
的
な
需
要
は
、
調
査
デ
ー
タ
以
上

に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

事
業
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
理
想
と
考

え
ら
れ
、
早
期
の
事
業
化
が
図
れ
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
次
に
、
権
利
擁
護
機
関
で
す
が
、

市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
権

利
擁
護
事
業
と
し
て
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
認
知
高
齢
者
の
増
加
と
と

も
に
、
権
利
擁
護
は
ま
す
ま
す
需
要
が
高
ま
る
事

業
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
機
能
強
化
と
支
援
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

［
質
］
最
近
で
は
、「
障
害
者
」
の
表
記
を
「
障
が

い
者
」
と
い
う
よ
う
に
、
福
祉
関
係
や
民
間
団
体

の
間
で
、
表
現
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

市
で
も
要
望
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
障
害
者
の
方
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
多

機
能
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

［
答
］
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
が
外
出
し
て
も
気
軽

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ト
イ
レ
で
、
市
内
の

公
共
施
設
で
は
、
蕨
駅
と
蕨
警
察
の
２
箇
所
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
口
市
街
地
再
開

発
事
業
に
よ
る
公
共
公
益

施
設
棟
に
も
１
箇
所
設
置

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。

［
そ
の
他
］
災
害
時
の
防

災
対
策
に
つ
い
て
、
環
境

美
化
活
動
に
つ
い
て

大
石　

幸
一 

議
員

【
市
民
の
文
化
施
設
で
あ
る
蕨
市
民
会
館
に
お
け

る
安
心
安
全
対
策
に
つ
い
て
】

［
質
］
蕨
市
民
会
館
の
運
営
に
お
い
て
、
安
心
安

全
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。

［
答
］
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
施
設
・
設

備
に
つ
い
て
必
要
な
点
検
や
各
種
の
保
守
等
を
適

正
に
行
っ
て
い
ま
す
。
新
年
度
に
４
カ
所
の
出
入

り
口
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
施
設
内
に
お
い
て
発
生
し
た
「
け
が
人
」
へ

の
対
応
は
、
応
急
的
な
処
置
を
施
す
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
救
急
車
の
出
動
要
請
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

［
質
］
市
民
会
館
正
面
玄
関
に
未
だ
に
手
す
り
を

設
置
し
て
い
な
い
の
は
、
な
ぜ
か
。

［
答
］
市
民
会
館
の
指
定
管
理
者
と
協
議
の
上
、

新
年
度
予
算
で
早
々
に
設
置
し
ま
す
。

【
市
役
所
の
休
日
手
続
き
業
務
に
つ
い
て
】

［
質
］
土
日
祝
日
に
窓
口
業
務
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

［
答
］
本
年
よ
り
３
月
最
終
週
の
土
曜
日
及
び
４

月
第
１
週
の
土
曜
日
に
、
休
日
窓
口
の
開
庁
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

［
質
］
午
後
５
時
以
降
の
窓
口
業
務
を
行
う
考
え

は
な
い
か
。

［
答
］
住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
、
平
日
の
午

後
５
時
か
ら
８
時
ま
で
、
蕨
駅
前
西
口
連
絡
室
に

お
い
て
、
お
渡
し
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

［
質
］
今
後
の
窓
口
業
務
に
対
す
る
方
向
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

［
答
］
今
後
も
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

【
高
層
ビ
ル
の
消
防
計
画
に
つ
い
て
】

［
質
］
西
口
７
番
街
区
完
成
後
の
火
災
対
応
の
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

［
答
］
万
が
一
火
災
の
発
生
時
は
、
外
部
か
ら
は

は
し
ご
車
を
活
用
し
た
消
火
活
動
と
、
建
築
物
内

部
か
ら
は
、
自
動
火
災
報
知
設
備
と
連
動
の
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
散
水
、
更
に
、
消
防
隊
の
活

動
と
し
て
、
当
該
建
築
物
に
設
備
さ
れ
る
連
結
送

水
管
等
の
消
防
用
設
備
や
災
害
時
に
お
い
て
も
運

転
が
可
能
な
非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
を
活
用
し

た
、
建
物
内
部
及
び
外
部
の
両
面
か
ら
消
火
活
動

を
併
用
し
人
命
救
助
、
延
焼
防
止
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

［
質
］
高
層
ビ
ル
火
災
対
応
の
消
火
装
備
の
整
備

を
、
い
つ
ま
で
に
揃
え
る
の
か
に
つ
い
て
ご
見
解

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

［
答
］
消
防
用
設
備
等
に
つ
い
は
、
竣
工
時
ま
で

に
消
防
法
令
等
に
基
づ
き
適
正
に
設
置
さ
れ
遺
漏

の
な
い
よ
う
厳
重
に
検
査
、
指
導
し
ま
す
。

【
教
育
行
政
に
つ
い
て
】

［
質
］
奨
学
金
・
入
学
資
金
貸
付
制
度
の
必
要
条

件
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

［
答
］
今
後
の
課
題
と
し
て
、
貸
付
制
度
の
必
要

条
件
の
緩
和
が
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

［
質
］
給
食
費
徴
収
の
方
法
に
つ
い
て
。

［
答
］
平
成
19
年
11
月
、
督
促
手
段
の
変
更
、
家

庭
訪
問
徴
収
の
実
施
な
ど
「
未
納
問
題
取
り
組
み

方
策
」
を
と
り
ま
と
め
、
平
成
20
年
度
よ
り
新
た

な
方
策
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
確
実
な
給
食
費
の
回
収
の
方
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
妊
産
婦
検
診
に
つ
い
て
】

［
質
］
14
回
無
料
の
中
身
の
概
要
と
個
人
負
担
は

出
て
く
る
の
か
。

［
答
］
市
と
し
て
も
今
年
４
月
か
ら
14
回
の
妊
婦

健
診
無
料
化
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
健
診
内
容
は
、
妊
娠
初
期
か
ら
23
週
目
ま

で
が
４
週
間
に
１
回
の
割
合
で
４
回
、
24
週
か
ら

35
週
ま
で
が
２
週
間
に
１
回
の
割
合
で
６
回
と

な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
36
週
か
ら
出
産
ま
で
が
１

週
間
に
１
回
の
割
合
で
、
４
回
で
す
。
こ
こ
で
行

わ
れ
る
検
査
内
容
は
、
尿
検
査
、
体
重
測
定
な
ど

の
定
期
健
康
診
査
に
加
え
、
妊
娠
初
期
で
は
、
血

液
検
査
や
子
宮
頸
が
ん
検
診
な
ど
を
行
い
、
後
期

に
な
り
ま
す
と
超
音
波
検
査
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
健
診
費
用
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
但
し
、
こ
の
健
診
項
目
以
外
に
医
師
が
必
要
と

す
る
検
査
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

［
質
］
ふ
る
さ
と
出
産
に
お
け
る
健
診
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

［
答
］
里
帰
り
出
産
に
つ
い
て
は
、
安
心
し
て
健
康

診
査
が
受
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
心
配
な
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
確
認
を
し
て

下
さ
い
。
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